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▲坊領道沿いの釼ノ目山王
（通称で「カギカケさん」と呼ばれた）

　

今
回
は
、
第
３
章
の
締
め
く
く
り
と
し

て
、
大
山
と
四
角
山
王
、
大
山
道
の
い
ろ

い
ろ
な
側
面
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

大
山
を
守
る
四
角
山
王
と
「
聖
域
」

　
『
大
山
寺
縁
起
』
に
よ
る
と
、
兜と

そ
つ
て
ん

率
天
か

ら
下
り
て
き
た
智
勝
仙
人
が
十
一
面
観
音
・

虚
空
蔵
菩
薩
・
不
動
明
王
・
毘
沙
門
天
を

安
置
し
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
が
仏
敵
を
防

ぐ
誓
い
を
た
て
た
こ
と
、
そ
し
て
こ
れ
が

今
の
『
木
ノ
目
』『
岩
ノ
目
』『
釖
』『
石
』

と
呼
ば
れ
る
四
角
山
王
で
あ
る
と
書
か
れ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
権
現
の
ご
利
益
と

山
王
の
垂
迹
を
尊
び
敬
っ
て
こ
の
山
を
「
大

神
山
」
と
名
付
け
た
、
と
あ
り
ま
す
。
こ

の
四
角
山
王
は
仏
敵
を
防
ぐ
誓
い
を
た
て

て
い
る
点
か
ら
も
、
山
王
が
置
か
れ
た
範

囲
は
大
山
の
「
聖
域
」
と
捉
え
ら
れ
ま
す
。

　

で
は
、
山
王
は
ど
こ
に
置
か
れ
た
の
で

し
ょ
う
か
。『
大
山
寺
本
院
西
楽
院
要
用
雑

録
』
に
は
、
山
王
の
在
所
は
西
明
口
、
汗

入
道
、
河
床
（
川
床
）
の
東
、
本
社
の
傍

の
四
か
所
で
あ
る
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
後
期
の
堀
田
里
席
作
『
伯
州
大

山
略
絵
図
』に
は
、川
床
道
に「
動
石
山
王
」、

坊
領
道
に
「
釼
ノ
目
山
王
」、横
手
道
に
「
木

目
山
王
」
の
文
字
が
読
み
取
れ
ま
す
。
ま

た
、
明
治
3
年
の
雲
城
作
『
大
山
寺
領
絵

図
』に
は
、「
山
王
」と
い
う
表
記
が
三
か
所
、

一
つ
は
横
手
道
入
口
の
石
の
大
鳥
居
の
近

く
、
一
つ
は
坊
領
道
沿
い
で
尾
高
道
と
の

分
れ
と
種
原
と
の
間
の
あ
た
り
、
一
つ
は

赤
松
の
近
く
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

木
ノ
目
山
王
は
大
神
山
神
社
石
の
大
鳥

居
の
傍
、
釼
ノ
目
山
王
は
籠
立
橋
の
２
㌔

上
に
あ
る
鍵か

ぎ
か
け掛
さ
ん
が
絵
図
・
資
料
と
共

に
一
致
し
ま
す
。
川
床
道
に
は
、
動
石
山

王
が
比
定
さ
れ
ま
す
が
、
諸
説
あ
り
ま
す
。

残
る
山
王
（
岩
の
目
山
王
）
に
つ
い
て
は
、

明
治
の
絵
図
に
は
赤
松
付
近
に
、『
要
用
雑

録
』
に
は
「
本
社
の
傍
」
と
あ
り
、
詳
し

く
は
分
か
ら
な
い
の
が
現
状
で
す
。

廻か
い
こ
く
ぎ
ょ
う
じ
ゃ

国
行
者
に
と
っ
て
の
「
大
山
道
」

　

大
山
道
は
、
ど
ん
な
人
が
行
き
交
っ
て

い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

江
戸
時
代
中
期
、
日
本
六
十
六
ヶ
所
の

著
名
な
寺
社
に
法
華
経
を
書
写
し
て
奉
納

巡
拝
す
る
行
者
（
廻
国
行
者
）
が
急
増
し

た
と
伝
わ
り
ま
す
。
大
山
寺
は
、
伯
耆
国

の
納
経
所
の
一
つ
に
な
っ
て
い
た
た
め
、

全
国
の
廻
国
行
者
た
ち
が
大
山
道
を
通
っ

て
納
経
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

宮
内
の
仁
王
堂
公
園
内
に
は
「
廻
国

一
千
人
供
養
塔
」
が
昔
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
な

い
位
置
に
建
っ
て
い
ま
す
。
当
時
は
、
廻

国
行
者
を
泊
め
た
り
支
援
す
る
こ
と
で
、

ご
利
益
を
得
ら
れ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
大
山
寺
へ
納
経
に
訪
れ
た
廻
国
行

者
の
接
待
が
一
千
人
に
達
し
た
の
を
記
念

し
て
宮
内
村
の
斎
藤
与
左
衛
門
が
造
立
し

た
も
の
と
伝
わ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
か
つ
て
大
山
寺
に
は
三
軒
の
豆

腐
屋
が
あ
り
ま
し
た
。
中
門
院
は
上
豆
腐

屋
、
南
光
院
は
下
豆
腐
屋
、
西
明
院
は
西

明
豆
腐
屋
を
営
み
、
こ
の
豆
腐
屋
は
参
詣

し
た
行
者
な
ど
を
泊
め
る
宿
で
も
あ
り
ま

し
た
。
現
在
と
や
ま
旅
館
敷
地
に
な
っ
て

い
る
場
所
は
上
豆
腐
屋
跡
地
で
、
参
道
沿

い
に
明
和
９
（
１
７
７
２
）
年
に
建
て
ら

れ
た
「
回
国
行
者
三
千
人
宿
施
行
塔
」
が

残
さ
れ
て
お
り
、
大
山
寺
に
廻
国
行
者
が

多
く
訪
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま

す
。　
（
人
権
・
社
会
教
育
課　

文
化
財
室
）

　

大
山
開
山
１
３
０
０
年
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
大
山
の
自
然
や
歴
史
、
文
化
の
す

ば
ら
し
さ
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
再
認
識
し

て
も
ら
え
る
機
会
と
し
て
「
大
山
検
定
」

を
企
画
し
ま
し
た
。

　

検
定
は
、
町
内
小
学
校
で
は
１
学
期
に

初
級
・
中
級
・
上
級
の
３
段
階
で
各
校
で

実
施
し
、
中
学
校
で
は
１
学
期
に
「
マ
ス

タ
ー
」の
コ
ー
ス
を
実
施
し
、合
格
者
に「
認

定
バ
ッ
ジ
」
を
贈
呈
し
ま
す
。

　

一
般
の
検
定
は
秋
ご
ろ
の
予
定
で
、
実

施
日
は
広
報
８
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

検
定
で
は
、
大
山
に
ま
つ
わ
る
事
柄
か
ら

設
問
し
ま
す
が
、
小
学
校
で
は
難
易
度
を

３
段
階
に
わ
け
て
、
中
学
校
と
一
般
の
方

に
は
幅
広
く
出
題
す
る
予
定
で
す
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
小
中
学
校
に
お
け

る
「
ふ
る
さ
と
学
習
」
の
充
実
、
一
般
の

方
に
は
各
公
民
館
で
実
施
す
る
「
大
山
学

講
座
」
や
図
書
館
の
「
大
山
」
に
関
連
す

る
書
籍
等
の
紹
介
な
ど
に
取
り
組
み
、
大

山
検
定
を
受
け
ら
れ
る
方
に
役
立
て
て
い

た
だ
こ
う
と
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
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「
大
山
検
定
」
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
せ
ん
か


